　　　　　あ　と　が　き

　昭和４２年１０月、およそ１０年間を費やして発刊した前編に引続き、後編の編さん作業にとりかかった。

　当初、羽合町史は前・後編に分冊する計画はなかったが、編さんが長期間にわたったため、町民から早期発刊を望む声が強く、とりあえず藩制時代までをもって前編とした。


　その後、谷田亀寿先生を中心に、後編の編さんにとりかかり、明治以降のぼう大な史料を収集整理中のところ、昭和４７年谷田先生は突如として他界され、関係者はその対策に苦慮した。しかしここまで進めてきた後編の発刊を見送る訳にゆかず、故島町長、出野上助役、赤石教育長各位の強い要請と支持のなかで、すでに収集していた史料をもとに、さらに広く町内各位から貴重な諸資料の提供を受け、鋭意編さん作業にとりかかったのが、昭和４８年春であった。


　しかし片手に本務をもちながらの編さん作業は、周囲の期待どおりに進捗せず、翌年、また翌年と延引し、町民各位に大変ご迷惑をおかけしたことを深くお詫びする次第である。

　後編は１,５００頁にわたる部厚いものになったが、明治以降という関係から史料が比較的多く、まだ書き残したものも多々できた。しかし役場に残されていた史料には、旧長瀬・浅津村のものが多く、橋津・宇野関係のものはほとんど失われていた。このため、橋津・宇野については、民間史料の発掘に特に努力したが、それでも掲載資料中には、若干地域的アンバランスが生じた感のあることをご理解いただきたい。

　本史編さん整理にあたっては、なるべく読み易い内容にすべく配慮したが、しかし史料保存という意味から、明治・大正時代には、あえて原文を引用したものが相当あり、読者のご賢察をお願いする次第である。また諸史料については、その出所をつとめて明らかにするよう配意したが、もし洩れている点があればご容赦願いたい。


　最後に、本史編さんのために、ご協力ご助言を賜った方々、並びに印刷製本に利害を超越してご協力下さった勝美印刷株式会社に対し、衷心よりお礼と感謝のまことを捧げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和５１年５月３０日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽合町史（後編）編さん委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編さん主任　　蔦　　原　　正　　己


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　　谷　　田　　亀　　寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　絹　　川　　初　　春
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　梅　　原　　弥太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽合町史編さん事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　赤　　石　　正　　芳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任　　蔦　　原　　正　　己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助員　　安　　達　　幸　　範

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　津　　村　　千鶴子
故








